
人
口
増
戦
略
は
、う
ま
く
い
っ
た
の
か
？

問
第
2次
総
合
計
画
の
最
終
年
度
で
あ
る
令
和
4年
度
を
終
え
、
そ
れ
ぞ

れ
の
人
口
増
戦
略
の
成
果
と
課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

答
そ
れ
ぞ
れ
の
人
口
増
戦
略
に
お
い
て
、
様
々
な
指
標
の
目
標
を
達
成
し

た
。
特
に
、「
定
住
人
口
増
戦
略
」
の
「
特
定
不
妊
治
療
助
成
事
業
利
用
者

の
出
生
数
」、「
活
動
人
口
増
戦
略
」
の
「
ハ
ッ
ピ
ー
・
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業

の
登
録
数
」、「
交
流
・
応
援
（
燕
）
人
口
増
戦
略
」
の
「
ふ
る
さ
と
燕
応

援
寄
附
金
の
寄
附
者
数
」
で
大
き
な
成
果
を
上
げ
た
。
令
和
４
年
度
に
お

け
る
目
標
人
口
は
達
成
で
き
な
か
っ
た
が
、
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題

研
究
所
の
推
計
を
上
回
り
、
人
口
減
少
率
は
県
内
20市

中
、
少
な
い
ほ
う

か
ら
2番
目
と
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
一
定
の
成
果
は
あ
っ
た
。
コ
ロ
ナ

禍
で
悪
化
し
た
人
流
を
伴
う
指
標
の
回
復
が
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

未
来
に
つ
な
ぐ
通
水
100周

年
事
業

問
大
河
津
分
水
通
水
100周

年
の
記
念
事
業
の
状
況
と
、
こ
の
記
念
事
業

を
、次
の
100年

へ
と
つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
た
の
か
、成
果
と
課
題
を
伺
う
。

答
様
々
な
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
当
初
見
込
み
よ
り
広
告
費
を
抑

え
ら
れ
た
。
小
学
生
、
高
校
生
、
大
学
生
な
ど
を
中
心
に
様
々
な
ア
プ
ロ
ー

チ
で
、
分
水
路
事
業
に
つ
い
て
PRし

た
。
ま
た
、
企
業
と
も
未
来
の
も
の

づ
く
り
の
可
能
性
を
探
っ
た
。
課
題
と
し
て
は
、
先
人
が
行
っ
て
い
た
桜

の
植
樹
が
現
在
あ
ま
り
進
ん
で
な
い
こ
と
。
今
後
も
大
河
津
分
水
の
歴
史

や
、
も
た
ら
さ
れ
た
恩
恵
を
様
々
な
形
で
後
世
に
伝
え
て
い
く
。

新
た
な
自
主
財
源
の
確
保
を
！

問
ふ
る
さ
と
燕
応
援
寄
附
金
だ
け
に
依
存
し
な
い
新
た
な
自
主
財
源
確
保

の
た
め
の
対
策
は
あ
る
の
か
。

答
社
会
教
育
施
設
の
使
用
料
見
直
し
、
公
共
施
設
保
有
量
の
適
正
化
、
事

務
事
業
の
見
直
し
、
市
税
等
の
収
納
率
向
上
、
未
利
用
市
有
財
産
の
活
用
、

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ

制
度
の
導
入
な
ど
を

行
う
。「
定
住
人
口
増

戦
略
」
に
基
づ
く
施

策
を
推
進
し
、
市
の

歳
入
の
根
幹
を
な
す

市
税
の
安
定
確
保
を

図
り
、
持
続
可
能
な

行
政
運
営
に
努
め
る
。

令
和
4年
度
の
重
点
施
策
の
総
括
を

問
大
河
津
分
水
通
水
100周

年
事
業
に
つ
い
て
の
検
証
は
さ
れ
た
の
か
。

事
業
の
成
果
と
今
後
に
活
か
す
べ
き
課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

答
成
果
と
し
て
は
、
歴
史
へ
の
関
心
が
薄
い
年
代
に
対
し
て
事
業
PRを

行
う
た
め
に
、
長
善
館
門
下
生
を
イ
ラ
ス
ト
化
し
た
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
を

小
学
生
に
配
布
し
そ
の
活
躍
を
伝
え
、
高
校
生
等
に
は
声
優
朗
読
劇
と
い

う
新
し
い
手
法
で
ア
プ
ロ
ー
チ
し
た
結
果
、
来
場
者
の
半
数
を
10～

20
代
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
川
柳
コ
ン
テ
ス
ト
や

シ
ョ
ッ
プ
バ
ッ
グ
制
作
等
、
若
者
目
線
の
発
信
を
行
っ
た
こ
と
で
、
新
た

な
層
に
事
業
PRが

で
き
た
。
そ
の
他
、
新
潟
日
報
と
の
イ
ベ
ン
ト
共
催
や
、

県
内
テ
レ
ビ
局
に
お
い
て
長
善
館
に
関
す
る
特
別
番
組
が
放
送
さ
れ
た
こ

と
で
、
事
業
の
信
頼
獲

得
、
市
内
施
設
へ
の
来

場
促
進
、
先
人
た
ち
の

活
躍
等
の
理
解
促
進
が

図
ら
れ
、
3つ
の
人
口
増

戦
略
に
も
貢
献
で
き
た
。

課
題
に
つ
い
て
は
大
き

く
積
み
残
し
た
点
は
な

い
と
考
え
て
い
る
。

人
口
減
少
対
策
の
成
果
は
…
…

問「
定
住
人
口
増
戦
略
」
は
、３
つ
の
人
口
減
少
対
策
の
中
で
最
も
大
き
な

予
算
規
模
で
展
開
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
成
果
を
伺
う
。

答
施
策
毎
の
成
果
と
し
て
は
、
産
業
分
野
で
は
、
産
学
官
連
携
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
、
地
方
創
生
賞
を
全
国
の
市
町
村
で
初

受
賞
し
た
こ
と
で
、
将
来
的
な
U
Iタ
ー
ン
就
労
が
期
待
さ
れ
る
。
ま
た
、

首
都
圏
・
市
外
の
テ
レ
ワ
ー
カ
ー
・
企
業
に
対
し
て
市
内
へ
の
誘
致
・
創

業
促
進
を
行
っ
た
ほ
か
、
民
間
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
等
の
開
設
を
支
援
し
た

こ
と
で
、
市
内
企
業
の
新
事
業
開
発
や
販
路
開
拓
に
繋
が
っ
て
い
る
。
子

育
て
支
援
分
野
で
は
、
不
妊
治
療
の
自
己
負
担
額
の
全
額
助
成
を
実
施
し

た
こ
と
で
本
制
度
利
用
に
よ
る
令
和
4年
度
の
出
生
数
は
19人

と
な
っ
た
。

ま
た
本
市
に
魅
力
を
感
じ
て
移
住
を
希
望
す
る
方
に
対
し
、
住
宅
取
得
費

や
家
賃
一
部
補
助
等
、
様
々
な
支
援
を
実
施
し
た
。

　
以
上
の
よ
う
に
各
種
施
策
を
実
施
し
た
結
果
、
平
成
27年

の
計
画
策
定

時
の
総
人
口
に
対
す
る
人
口
減
少
率
が
、
県
内
20市

の
中
で
減
少
率
が
少

な
い
ほ
う
か
ら
2位
と
な
っ
て
お
り
、
成
果
が
あ
っ
た
と
考
え
る
。

燕市の舵取りを問う代表質問

「代表質問」は会派の総意を表し、各会派で決めた代

表者が、市政に取り組む市長の姿勢を質
ただ

します。

市民の皆さんも関心のある問題や施策を、代表者が会

派の考えとしてまとめ、会派一丸となったその「質問」

には、重みが出てきます。

この「代表質問」は、市民の声をさらに市政に届ける

ための「挑戦」であり、透明性を高めることができる、

議会での重要な場のひとつとしています。

議会の変化と挑戦（チェンジ&チャレンジ）、ぜひご

覧ください。

大
き
な
予
算
が
か
か
っ
た
特
別
事
業

住
み
よ
い
燕
市
で
人
口
増
を
！

会
派

代
表

質
問

 公
明

党
会

派
代

表
質

問
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